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平成２７年度事業並びに会務報告承認の件 

自 平成２７年４月 １日 

            至 平成２８年３月３１日 

Ⅰ 事業報告 

１．調査研究事業 

  電気工事業及び関連事業の健全な発展を図ることを目的として、適正で合 

理的な入札契約制度、技術・安全・環境保全、企業合理化、人材の確保・育 

成等に関する調査研究事業を行った。 

 

(1) 適正で合理的な入札契約制度の推進 

① 入札契約制度に関する説明会 

    国及び東京都の入札契約制度改正等に伴う変更点について説明会を開 
催し、入札契約制度への適切な対応を図った。 
関東地方整備局営繕部入札契約方針等説明会  
開催日 ７月３日 
場 所 東京電業会館会議室 
参加者 ７２社９４名 

    東京都財務局入札制度説明会 
開催日 ８月６日 
場 所 東京電業会館会議室 
参加者 ６４社８６名 

② 独立行政法人等との意見交換会 
分離発注の拡充等、入札制度について意見交換を行い、入札契約の適 

正化を推進するとともに、価格や品質において総合的に優れた施設の建 
設を促した。 
意見交換会 独立行政法人等 ８団体 
 ＵＲ都市再生機構    ７月２７日 
 北関東防衛局      ７月２８日 
国立印刷局       ７月３０日 
労働者健康福祉機構   ７月３０日 
国立大学法人東京大学  ８月 ３日 
国立病院機構      ８月 ５日 
日本赤十字社      ８月 ５日 
南関東防衛局      ８月 ７日 
成田国際空港株式会社 （陳情書を持参） 
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③ 官公庁との意見交換会 
官公庁等の発注機関との意見交換を通じて、入札契約の適正化を推進 

し、価格と品質で総合的に優れた社会資本を整備することにより、国民・ 
都民の安全で安心な生活の確保に努めた。 
東京都財務局との意見交換会      ８月２４日 
関東地方整備局営繕部との意見交換会  ７月 ３日、１２月１日 
平成２８年度東京都予算等に対する要望 ９月 １日 
 要望先 都議会自由民主党、都議会民主党 
平成２８年度国家予算・税制改正等に関する要望   １０月５日 
 要望先 自由民主党東京都支部連合会 
関東地方整備局企画部との意見交換会 １２月１４日 
 

 (2) 技術・安全・環境保全施策の推進 
① 電気工事技術の総合対策 

    電気工事の施工技術の向上や、省エネ対策やスマートメーター等、最

新のエネルギー問題の近代化に関連した技術知識の普及を図った。 
 技術情報 機関誌「電業経営」掲載 １０回 

② 安全衛生対策 
安全衛生に関する各種事業を通じて、店社や事業場における安全意識 

の向上を図った。 
安全パトロール ２回 
上期 ５月１３日、１４日 ５事業場 
・(仮称)さいたま市浦和美園駅東口駅前複合       
 公共施設整備(電気設備)工事        埼玉電設㈱ 

・杏林大学井の頭キャンパス新築工事      三機工業㈱           

・相模原米軍(H25)低層住宅(0034)新設電気 
その他工事                振興電気㈱ 

・357 号東京港トンネル(海側)照明設備工事   新生ﾃｸﾉｽ㈱東京支店 
     ・国立障害者リハビリテーションセンター 
      画像診断棟及び病院新館改修工事      大栄電気㈱           

     下期 １０月８日  ２事業場 
     ・(仮称)西濃運輸株式会社新東京支店新築工事  東光電気工事㈱ 
     ・東上野四丁目第１ビル(仮称)新築に伴う電気 

設備新設工事               日本電設工業㈱ 
安全標語の募集 最優秀賞・優秀賞・優良賞・入選の各賞授与  
安全ポスターの作成  ２，５００枚  
安全カレンダーの作成 １，５００部 

③ ＩＴ講演会 
   ＩＴに関する講演会及び事例発表会を開催することにより、関連企業 
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のＩＴ化支援を行い、業界の発展向上を図った。 
  開催日 １１月１８日 
  場 所 東京電業会館会議室 
  参加者 １２０名 

     講演会  
テーマ 「情報漏洩を目的としたウィルスメール攻撃事例と 
            情報セキュリティの最新話題について」 

      講 師  独立行政法人情報処理推進機構  内山 友弘氏 
    事例発表会  

テーマ  「現場業務におけるタブレット活用と 
今後の展開について」 

「紙図面から解放される PDF を使った図面レビューの 
 業務効率化に！Bluebeam Revu とタフパッドを活用 
           した新しい業務スタイルのご提案」 

       講 師  沖ウィンテック株式会社     鶴留  真氏 
            パナソニック株式会社      斎藤健太郎氏 
 

(3) 企業合理化の推進 
① 電気工事に関する資料収集等 

工事費の適正化や工事現場で発生する諸問題に関する資料を収集分析 
し、電気工事業界における企業合理化に資した。 
電工及び現場代理人の労務費実態調査 
電工の公共工事設計労務単価に関する情報収集 
技術者の年齢構成等に関するアンケート（その２） 
現場共益費実態調査 
 

 (4) 人材の確保・育成施策の推進 
① 理系大学生の現場見学会 

    理系大学生を対象に現場見学会を開催することにより、電気設備に関 
する教育の場を提供するとともに、電気工事に対する知識向上を図った。 

開催日 １１月１６日 
場 所 「JR 新宿ミライナタワー」工事現場 
参加者 ３大学１６名 

  ② 電気工事業界フォーラム 
    会員企業が合同で、理系大学生等に対して業界での仕事の内容などを 

わかりやすく説明することにより、電気設備工事業界における人材確保 
の促進を図った。 
  開 催 日 ２月１３日 
  場  所 ベルサール半蔵門 
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  参加企業 ５６社 
  参 加 者 １８３名 

  ③ 理系大学の就職課との交流会 
    理系大学の就職課との交流会を通じて、電気設備工事業界への理解促

進を図った。 
     開催日  １２月１７日 

  場 所  東京電業会館 
  参加者  ２０大学２４名、会員企業５８社９２名 

  ④ 理系大学の先生との懇談会 
    理系大学の先生との懇談会を通じて、業界への理解を深めるとともに、

学生の就職意識の把握、協会イベントへの参加促進を図った。 
     開催日  １２月８日 
     場 所  ホテルメトロポリタンエドモント 
     参加者  ５大学 

 
２．普及啓発事業 

        調査研究事業による成果及び検討の経過をイベントや広報媒体を通じて発 

表し、同種事業を実施する関係団体等に対して普及啓発を行った。 

  ① 電気工事士技能競技大会 
      電気工事士の技能・技術の向上を図るとともに、電気設備の安全、施 

工品質の確保の重要性を広く一般に周知した。 
開催日 １０月２０日 
場 所 東京武道館（足立区） 
参加者 電気工事士 ４７名、高校生及び専修学校生 １０名  

② 安全衛生大会 
 建設現場での安全の意識向上を目的に、第一部で安全衛生優良事業場 
表彰、安全パトロール優秀賞表彰、安全標語入賞者表彰、安全ポスター 
入賞者表彰等のほか、安全宣言を行った後、第二部で講演会を開催した。 
開催日 ６月１５日 
場 所 東京電業会館会議室 
参加者 １８２名 
安全衛生優良事業場表彰 ２１社 
安全パトロール優秀賞表彰 ２社 
安全標語入賞者表彰 最優秀賞・優秀賞・優良賞各１点、入選９点 
安全ポスター入賞者表彰 最優秀賞１点、優秀賞２点 

講演会「ヒューマンエラー予防と新しい安全マネジメント」 
    講 師 立教大学現代心理学部心理学科教授 芳賀 繁氏 

③ 機関誌「電業経営」の編集・発行 
電気工事に関する経営・技術・安全等の資料及び各種調査結果等を協 
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会機関誌として広く一般に提供し、業界の発展及び地位向上を図った。 
機関誌「電業経営」の発行（№６０９～№６２０） １２回 
新春座談会 
 開催日 １０月２８日 
 場 所 東京電業会館会議室 
 テーマ 「現場の喜び・現場の苦労－より良い電設業界のために－」 

  ④ ホームページによる情報収集及び提供 
       協会の活動内容や業界及び会員の動向等を掲載するホームページを運 

営し、広く情報提供した。 
    ＵＲＬ：http://todenkyo.or.jp/ 
 
３．社会貢献事業 

 協会が地域で活動していくにあたり、法人としての社会的責任を果たすため 

に、社会からの要請に応え各種事業を積極的に行った。 

  ① 防災協定 
    都内で大規模な震災が発生した場合に、都立学校における電気設備の 

機能確保及び復旧を図るため、東京都と締結した防災協定に基づき、通 
信連絡訓練を迅速かつ円滑に行った。 
都立学校 ２５５校 

  ② 高校生ものづくりコンテストへの協賛 
    次代の電気設備工事業を担う人材を育成するため、高校生ものづくり 

コンテスト電気工事部門関東予選会に協賛した。 
 開催日 ８月２９日 
 場 所 高度職業能力開発促進センター（千葉市） 
参加者 都県予選の成績優秀者 １６名 
 

４．東京電気技術高等専修学校の運営 

  次代の電気工事士を育成するため、東京電気技術高等専修学校を設置・運 

営し、第二種電気工事士として必要な知識・技能・技術を教授した。 

① 学校行事 

５２期入学式 

開催日 ４月６日 

場 所 東京電業会館 

入学生 ２２名 

５２期卒業式 

開催日 ３月２３日 

場 所 東京電業会館 

卒業生 １６名 
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     第１回校外実習 

      実施日 ５月２８日 

      場 所 第６３回電設工業展 JECA FAIR2015（東京ビッグサイト） 

      参加者 ２１名（生徒１８名、引率３名） 

     第２回校外実習 

      実施日 ９月１０日 

      場 所 日本電設工業株式会社中央学園（千葉県柏市） 

      参加者 １６名（生徒１４名、引率２名） 

     第３回校外実習 

      実施日 １０月２０日 

      場 所 電気工事士技能競技大会(東京武道館) 

      参加者 １８名（生徒１７名、引率１名） 

  ② 無料職業紹介 

専修学校生を対象に、職業安定法に基づく無料職業紹介事業を実施した。 

      求職者数  ６名 

      求人件数 １７社 

      就職者数  ５名（残る１名は本事業以外で就職決定） 

  ③ オプション講座 

    専修学校生ほかを対象に、第一種電気工事士筆記試験受験対策講座を

実施した。 

      開催日 ７月１８日、８月１日・２９日、９月５日・１９日 

     場 所 東京電業会館 

     受講者 ３６名 

 

５．講習会事業 

    電気工事に従事する社員を対象に、職場で必要とされる知識、技能を習得 
するため、各種講習会を開催した。 

  ① 新入社員技術・安全衛生教育講習会 
新入社員を対象に、職場への早期順応と労働災害の防止等を図るため、 

 技術及び安全衛生に関する教育を実施した。 
 講習会 

開催日 ４月１３日～１７日 
場 所 東京電業会館会議室 
受講者 ２１８名 

    電気研修施設見学会 
     開催日 ４月２０日 
     場 所 日本電設工業株式会社中央学園（千葉県柏市） 
     受講者 ６４名 
  ② 技術講習会 
    技術社員を対象に、社会の変化に応じた技術の習得、理解促進を図る 
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ため、関連団体の専門講師を招聘し講習会を実施した。 
開催日 ２月５日 
場 所 東京電業会館会議室 
テーマ 「高圧受変電設備の計画・設計・施工の解説講習会」 
受講者 １２０名 

  ③ 低圧電気取扱特別教育講習会 
低圧の充電電路の敷設、修理、開閉器操作等の業務に従事する際に必 

要な特別教育を行った。 
   開催日 ７月１４日 

場 所 東京電業会館会議室 
受講者 ６０名 

 ④ 電気工事士技能試験受験準備講習会 
    第一種・第二種電気工事士技能試験に備え、基本作業及び公表問題の 

実技演習を行い、試験合格に必要な知識、技術の習得を図った。 

    第二種  

開催日 ７月１８日、１９日 

場 所 東京電業会館会議室 
受講者 ４３名 

    第一種 

開催日 １１月２８日、２９日 

場 所 東京電業会館会議室 
受講者 ５７名 

  ⑤ 現場代理人講習会 
    施工技術管理、工程管理、労務管理等の多岐にわたる業務全体を的確 

に捉え管理できる現場代理人を育成した。 
開催日 ７月１０日 
場 所 東京電業会館会議室 
受講者 ４４名 

  ⑥ ＩＴ講習会  
      社会のＩＴ化に対応できる人材を育成するため、「ＣＡＤ製図（電気設 

備）初級」を開催した。 
第１回  

開催日 ５月２７日、２８日、２９日 

場 所 都立城南職業能力開発センター 
受講者 １９名 

    第２回 

開催日 ６月２４日、２５日 

場 所 都立城南職業能力開発センター 
受講者 １９名 
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６．会員等の交流促進事業 

    協会事業を円滑に推進するため、ブロック経営者会や会員交流会等を開催 
するとともに、文化体育活動を通じて会員等の交流を促進した。 
①  文化体育活動 

    レクリエーション活動を通じて会員等の相互交流を深めた。 
    野 球 大 会 実施日 ４月３０日、５月２日・３日 

場 所 明治神宮外苑軟式球場 
参 加 ３０チーム 

ゴルフ、囲碁、ボウリング、麻雀、写真、釣りの各部の大会等を実施 
  ② ブロック経営者会 
    通常会員を１０のブロック経営者会に編成し、会議を開催し情報交換 

を行うとともに懇親会を開催した。また、ブロック経営者会対抗ゴルフ 
大会を開催するなど、会員の交流及び親睦を図った。 
ブロック経営者会 １０ブロック 各１回 
会 議 
 課題提起・意見交換 
 報告事項 
行事予定 

 懇親会 
対抗ゴルフ大会 
 開催日 １１月１３日 
 場 所 日本カントリークラブ 
 参加者 ７３名 

  ③ 会員交流会 
    講演会に併せ懇親会を開催し、会員相互の交流及び懇親を深めた。 

開催日 ９月２５日 
場 所 ホテル メトロポリタン エドモント 
参加者 ２３３名 
講演会 「白洲家の流儀」 
講 師 白洲 信哉氏（古美術骨董月刊誌「目の眼」編集長） 

  ④ 新年賀詞交換会 
    新年を迎えた慶びを来賓及び会員とともに祝うことにより、会員の親

睦と業界の一層の発展を図った。 
開催日 １月１５日 
場 所 ホテルニューオータニ 
参加者 ４２６名 

  ⑤ 元赤坂ことぶき会 
    会員会社に在職している者又は在職した者が例会に参加し、相互に交 

流及び親睦を図った。 
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開催日 ９月１１日 
場 所 東京電業会館会議室 
参加者 ４２名 

  ⑥ 関係団体との連携 
    協会が一般社団法人として継続して活動していくために、関係団体と 

の連携・交流を強化した。 
 

７．収益事業 

① 会館管理 
 協会が所有する東京電業会館を安全・快適に使用及び賃貸できるよう 
日常の維持管理を行った。 
土地   ５４８．８２㎡ 
建物 ２，６６３．７５㎡ 

② 保険事業 
協会が団体保険契約をすることにより、会員各社が低料金で加入でき 

るよう、保険の取りまとめを行った。 
法定外労災保険 
 

８．その他の事業 

① 公益目的事業の実施 
  一般社団法人へ移行する時点での財産については、将来にわたり「公益

目的支出計画」に基づき確実に社会に還元すべきものとして義務づけられ

ており、これに則り当年度も計画どおり事業を実施し、「公益目的支出計

画実施報告書」を東京都へ提出した。 
② 表彰事業 

協会の事務事業を横断的に調整するため、各事業に共通する事務の処 
理や表彰規程に基づく功労者表彰等を行った。 

    退任役員感謝状   ３名 
    退 任 委 員 感 謝 状 ４名 
    長期在任委員感謝状 ３名 
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Ⅱ 会務報告 

①  総会 
協会の最高意思決定機関として、定時総会及び臨時総会を開催し、協

会の重要事項を審議し、いずれも原案どおり承認した。あわせて、理事 
会承認事項の報告を行った。 
第７７回定時総会 
開催日 ５月２０日 
場 所 ホテルニューオータニ 
出席者 １１７名 
議 案 第１号議案 平成２６年度事業並びに会務報告承認の件 

第２号議案 平成２６年度決算報告承認の件  
第３号議案 公益目的支出計画実施報告承認の件 
第４号議案 役員選任の件 
第５号議案 入会金の額改定の件 

    報告事項      平成２７年度事業計画及び収支予算報告の件 
   臨時総会 
    開催日 ９月２５日 
    場 所 ホテルメトロポリタンエドモント 
    出席者 １１１名 
    議 案 第１号議案 理事の補欠選任の件 
    ② 正副会長会・理事会・常任理事会 
        理事会は総会の決議した事項の執行及び総会に付議すべき事項につい 
      て審議し、常任理事会は理事会から委任された事項について審議した。 

また、正副会長会は理事会及び常任理事会への付議事項等について協 
      議、確認した。 
     正副会長会 １１回 
     理 事 会  ６回 
     臨時理事会  ２回 

常任理事会  ５回 
 
 


